
■甲ノ原中学校区 B-2 【地域のありたい姿と必要なこと】 第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
関わり合いの多様性から始まる地域～きっかけ作りと巻き込む力～

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

既存のリソースを使えば、すぐにでも行動に移せることは多い。そのためには地域のリソース（人材）が集まるきっか
けや巻き込む力が重要。継続的な声かけや、小学校のつながりから地域活動に参加してもらえるための工夫が必要。

サロン再開の
時は参加を

想い

甲ノ原プールの
教室・大会

違う町会
とも係わ
れる機会

継続の
必要性

色々な世代
の人がくる

商品目当て
で来る人も

いる

防災拠点
にもなり
得る

子供食堂

カフェ、
サロン、
小コミュ
ニティ

相談
センター

人が
集まれる
場所

防災の行事等
子ども老人等

いろいろの年代が
きてほしいです

地域運動会
の充実

コミュニティ
センターを作る

小学校の放課後
子ども教室での
持ち込み企画

集まるきっかけ既存組織
の連携

地域の
スペシャリストに
来てもらう

多目的
自由な利用

・ドッグラン
・遊具（子供）

たまり場

・スポーツ
・将棋
・百人一首
・けん玉

などの
大会と表彰

称えてもらえる
とうれしい

動画で開催
もしたい

やらないことより
やりたい理由を
見つける環境

地域の人
に来て
もらう

交流の
きっかけ
づくり

PTAの
フランチャ
イズ化

行政から
地域の

見学会の開催

企業の
ノウハウの

活用

子供達の
集まる場

声かけ先
が不明

大人に
情報の
提供を

施設の
老朽化

施設（児童館）
の建てかえ

小学校給食の
合同食事会

他地域の見学会



■甲ノ原中学校区 B-2 【地域のありたい姿と必要なこと】

多世代交流

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

多世代の方の
話を聞く

サロンへの
子ども達の

参加

技術
インターネッ

ト利用

各団体代表の
集まりIT最新技術の活用

小学校

団体のつながり

モデルケース
の見学

各学校の
PTA活動の
横のつながり

大変と思われ
るような
活動は
ＮＧ

子ども会
行事などの

充実

問題提起

気持ち的に軽
く参加できる
ための工夫

声かけ

サロンの再開
→つながり

問題・認識の共有

活動のしやすさ継続性

行事

運動会参加費負担

次の世代
のことも

一緒に考える

子育て卒業し
た世代をどう
やって地域の
話し合いに
引き込むか

やれる世代を
とり込む

やれるところ
から始める

W/S継続の
為にはどう

地域に伝えるか

対面の大切さ
→コロナ禍で
出来ない

横つながり
がない

一度なくなっ
てしまったも
のを再開させ
るのは難しい

それぞれの
グループが
別々に

動いている

キッカケが
大事

強制的に
参加する団体

楽しい
イメージ

自然発生的
じゃなきゃ
続かない

マグロ
解体ショー

準備や会議が
負担に

なっている

活動の
継続の
必要性

軽く声を
かけられる

視点を変える
ことで

地域に関わっ
てくれる

必要性をどう
考えてもらうか

地域・問題への
興味が

乏しい人が多い

リスク回避

横連携を
考える

各地区の
連合会が
あった

1つの大きな
団体が必要

既存の
団体活動を

利用

負担感ありあり


